
現
状
と
課
題

都
市
公
園
の
維
持
管
理

　市
内
の
公
園
数
は
、
令
和
元
年
度

末
で
都
市
公
園
に
ち
び
っ
子
広
場
を

含
め
る
と
1
3
9
箇
所
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
園
を
安
全
に
安
心
し
て

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
計
画

的
に
施
設
の
修
繕
や
更
新
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
都

市
公
園
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
辺
と
親
し
め
る
空
間
の
利
活

用
　市
内
に
は
淀
川
や
安
威
川
、
大
正

川
な
ど
の
河
川
や
水
路
が
多
く
流
れ

て
お
り
、
河
川
遊
歩
道
や
安
威
川
ふ

れ
あ
い
づ
つ
み
、
神
崎
川
緑
地
な
ど

水
辺
環
境
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
本

市
の
特
徴
で
す
。
大
正
川
の
河
川
遊

歩
道
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

市
内
の
水
辺
環
境
を
活
か
し
た
空
間

の
利
活
用
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

市
内
緑
化
の
担
い
手
づ
く
り

　本
市
で
は
、
市
内
花
壇
を
緑
化
活

動
団
体
や
緑
化
推
進
員
な
ど
、
市
民

と
共
に
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
担
い

手
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
活
動

団
体
の
運
営
支
援
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
家
庭
等
で
植
物
を
育
て
る
な

ど
、
住
宅
地
の
緑
化
促
進
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❺-3

公
園
・
水
み
ど
り

環境

摂津市

誰もが安全に安心して利用できるよう公園を維持・保全するとと

もに、魅力向上に向けて取り組みます。また、憩いや活動の場とな

る河川・水路の利活用により、市民が緑にふれあう機会を提供しま

す。

緑の基本計画
分野
計画

基本
方向

花いっぱい活動団体数

「公園や緑地・緑道を利用する」
と回答した市民の割合

「家庭で植物を育てている」
と回答した市民の割合

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

自然豊かな憩い、安らぐまちにしますみどりうるおう環境を大切にするまち

36団体

46.4％
（令和2年度）

55.8％
（令和2年度）

40団体

52.0％

「摂津市内で花苗をよく目にする」
と回答した市民の割合

62.4％
（令和2年度）

68.0％

61.0％

指標（KPI）

緑と触れ合う機会の充実

●人材・団体の育成 ●緑化活動の支援

●情報の発信・共有

緑化の推進

●公園・緑地の確保

●河川・水路のネットワーク化

●道路・公共公益施設の緑化

●工場や商業地の緑化促進

●住宅地の緑化促進

緑の機能向上・維持保全

●既存都市公園の再生

●安心・安全な公園づくり

●防災機能の充実 ●河川・水路の活用

●生物多様性の向上 ●緑のまちなみづくり

●特徴的な緑の保全
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